別紙様式第３号別添
リース事業計画参考様式
（農業機械）
	機械利用者
	組織名
	

	
	代表者名
	

	
	所在地
	

	
	受益農家
	

	対象機械
	機種名
	
	数量
	　　　　　　台

	
	仕様
製造会社名
型式名
	

	
	選定理由
	

	
	対象作物
	

	
	利用面積
	（計画）　　　　　　　　ha（利用規模下限）　　　　　　ha

	
	
	（規模決定根拠）


	選定を行う事業者
	機械等納入事業者
	
	リース事業者
	

	指名業者選定の考え方
	

	入札方式（括弧内内に○を記入）
	一般競争入札
	
	指名競争入札
	

	リース期間
	開始日～終了日（注１）
	
	～
	
	（年）

	
	リース借受日から○年間（注２）
	　　　　　　（年）

	リース物件取得見込額（税抜き）
	（円）

	リース期間終了後の残価設定（税抜き）
	（円）

	リース料助成申請額
	（円）

	リース諸費用（金利・保険料・消費税等）
	（円）

	事業実施主体負担リース料（税込み）
	（円）

	リース物件保管場所
	


（注）１　リース期間については、注１又は注２のいずれかを記入すること。
　　　２　複数の機械をリース導入する場合は、機械ごとに作成すること。


（園芸施設）
	機械利用者
	組織名
	

	
	代表者名
	

	
	所在地
	

	
	受益農家
	

	対象施設
	施設名
	

	
	対象作物
	

	
	リース対象
	温室のみ（　　　）、温室＋内部施設（　　　）、内部施設のみ（　　　）

	
	新設の温室面積
	　　　　　　㎡

	
	新設の内部施設
	

	
	周年生産技術が普及している品目の場合の新技術
	

	
	既存施設を利用する場合
	設置面積
	鋼材の種類
	設置年

	
	
	
	
	

	
	施設の規模決定根拠
	

	選定を行う事業者
	機械等納入事業者
	
	リース事業者
	

	指名業者選定の考え方
	

	入札方式（括弧内内に○を記入）
	一般競争入札
	
	指名競争入札
	

	リース期間
	開始日～終了日（注１）
	
	～
	
	（年）

	
	リース借受日から○年間（注２）
	　　　　　　（年）

	リース物件取得見込額（税抜き）
	（円）

	リース期間終了後の残価設定（税抜き）
	（円）

	リース料助成申請額
	（円）

	リース諸費用（金利・保険料・消費税等）
	（円）

	機械利用者負担リース料（税込み）
	（円）

	リース物件保管場所
	


（注）１　施設名は、要領別記第２の１の（２）のイの補助対象となる施設の名称を記載すること。
　　　２　「内部施設」の要望は、新設、既設にかかわらず、当該内部施設を収容する温室又は建物を有している場合に限る。
　　　３　温室については、新設、既設にかかわらず、設計図及び耐風強度又は耐雪強度を保証する製造会社等の説明書を添付すること。
　　　４　「鋼材の種類」欄については、主に用いられている鋼材の種類を記入すること。なお、鉄骨補強パイプハウスの場合は、パイプと記入すること。
　　　５　既存施設を利用する場合は、温室の内部及び外観を撮影した写真（３ヶ月以内に撮影したもの）を添付すること。
６　リース期間については、注１又は注２のいずれかを記入すること。
　　　７　複数の施設をリース導入する場合は、施設ごとに作成すること。



（畜産関連機械）
	機械利用者
	組織名
	

	
	代表者名
	

	
	所在地
	

	
	受益農家
	

	対象機械
	種類
	機械の名称
及び導入台数
	機種名・製造者（連絡先）
	能力（形式等）

	規模決定根拠


	
	①飼料調製機械
	(TMRﾐｷｻｰ　○台)
	
	
	

	
	②畜舎温度制御機械
	
	
	
	

	
	③乳質改善機械装置
	
	
	
	

	
	④飼養管理機械
	
	
	
	

	
	⑤酪農関係機械
	
	
	
	

	
	⑥自動給餌関係機械
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	選定を行う事業者
	機械等納入事業者
	
	リース事業者
	

	指名業者選定の考え方
	

	入札方式（括弧内内に○を記入）
	一般競争入札
	
	指名競争入札
	

	リース期間
	開始日～終了日（注１）
	
	～
	
	（年）

	
	リース借受日から○年間（注２）
	　　　　　　（年）

	リース物件取得見込額（税抜き）
	（円）

	リース期間終了後の残価設定（税抜き）
	（円）

	リース料助成申請額
	（円）

	リース諸費用（金利・保険料・消費税等）
	（円）

	機械利用者負担リース料（税込み）
	（円）

	リース物件保管場所
	


（注）１　リース期間については、注１又は注２のいずれかを記入すること。
　　　２　複数の機械をリース導入する場合は、対象機械及びリース契約内容の欄に機械ごとに記入するとともに、金額を記述する欄は合計額を記述すること。




（家畜排せつ物処理・利用に必要な機械装置）
	機械利用者
	組織名
	

	
	代表者名
	

	
	所在地
	

	
	受益農家
	

	対象機械
	機種名
	
	数量
	　　　　　　台

	
	型式名
	

	
	能力
	

	
	処理量
	（計画）

	
	
	（規模決定根拠）


	選定を行う事業者
	機械等納入事業者
	
	リース事業者
	

	指名業者選定の考え方
	

	入札方式（括弧内内に○を記入）
	一般競争入札
	
	指名競争入札
	

	リース期間
	開始日～終了日（注１）
	
	～
	
	（年）

	
	リース借受日から○年間（注２）
	　　　　　　（年）

	リース物件取得見込額（税抜き）
	（円）

	リース期間終了後の残価設定（税抜き）
	（円）

	リース料助成申請額
	（円）

	リース諸費用（金利・保険料・消費税等）
	（円）

	事業実施主体負担リース料（税込み）
	（円）

	リース物件保管場所
	


（注）１　リース期間については、注１又は注２のいずれかを記入すること。
　　　２　複数の機械をリース導入する場合は、機械ごとに作成すること。
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